





























































る。植物（主に葦・パピルス）を結わえただけの浮船から、大型の帆船、舳先と艫に動物の意匠が施された船も一般的に登場する。また用途も多岐にわたり漁撈船、運搬あるいは死者の葬列に用いられる船も見受けられる。クフ王第二の船がどのような 体に復元されるかは今後の発掘調査・研究を待つところであるが、本稿ではまず用語の整理として、クフ王第一の船を例 、船の構造と各部位の名称についてまとめた 。
図
1はクフ王第一の船甲板室の復元模式図である。本稿


















































































































































































































































































三枚目 1（（0㎜ 1（（0㎜前後 1（（（㎜（残存部）















ストを振り返ってみると、記された文字の位置が側壁の外面（室外側）にあたることが注目 る。外面に記されているということは、部材を組み上げた後にもこの墨書は目視でき、むしろ見えていても問題が無かったことを示唆しいる。文字の天地と 壁の天地 一致しており、ま でこの部材が下段に収まる が決まってから、それを記録した行為のようにも窺われ 。
次に横桟の仕口に注目すると、横桟は二本とも同様の仕





たれ、その枘穴に正確に収まる枘が横桟の両端に削り出されなくてはならない。そして枘と枘穴の関係が決まった上枠と二本の横桟は、船尾側に向かって、 （右舷であれば）外から見て左上がりに傾斜す ように計算した上 嵌め込まれなくては らない。以上のような種々の条件を満たすためには、地上で外枠だけを並べて横桟 位置を墨付けたり、枘と枘穴の位置を確認するために仮組し、再び解体して微調整を施したりする どの手順が当然必要となったと考えられる。
さらに、甲板室全体を施工する際の状況を想定すると、












































造を持つ。先述した右舷側壁の横桟の例からも、細部 違いを瞬間的に判断できないほど相似した構造の部材には、その配置を誤らないため 目印が必要と るだろう
残念ながら、仕切り壁を構成する部材からは、墨書・刻






































































随しない理由もこれで説明することができる。ただしこれらの数字が正しく作用するためには、 「左舷の場合は、船尾側から枚数を数える」という原則が 船大工あるいは作業員の間 共通認識となっていたことが前提 なる。
最後に、左舷側壁の文字が記された工程について考察し





は、下方向に向かってインクの垂れが認め れた。すなわち、左舷側壁の文字はいずれも縦枠を立てた状態で 立ち上がって筆を持った姿勢の成人によって記され と推察さ
れる。もちろん隣り合う縦枠同士の調整には、枠同士を固定する紐穴や横桟の枘穴の位置決めをはじめ、縦枠を寝かした状態で施される調整も含まれる。しかし少なくとも左舷側壁に見られた文字は、全て縦枠を立てた状態で行われた作業段階で記さ 可能性が高い。
また縦枠に関しては、部材表面が丁寧に仕上げられてお



















 左舷側壁縦枠の文字は、 立たせ 状態で記されている。
本研究において、クフ王第二の船の甲板室側壁に記され
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19）その理由については、右から文字を書く古代エジプト特有の文化との何かしらの関連があるのではないかと推察するが、現段階では有効な解にたどり着いていない。あるいは、現代の我々にはない古代エジプト人特有 慣習が影響しているのかもしれない。これについては木造船研究とは別のトピックへの発展も期待されるため、今後船体の他の部位で同様の事例が確認さ ないか注視したい。
